
平成 23 年度 社会福祉法人神東会 事業計画書 
 

１ 法人の基本理念 

 

 当法人の基本理念は、次に掲げるとおりです。 

 

○ 人間としての尊厳と社会連帯の思想を基本に、公平公正な運営を目指しま

す。 

○ 常に健全で活力ある経営を念頭に、施設機能の充実に努めます。 

○ 地域にとけこみ、住民の理解を得ながら、地域福祉の推進に努めます。 

○ 利用者の基本的人権を尊重し、個々の能力に応じ日常生活に必要な福祉サ

ービスの提供に努めます。 

○ 職員の資質向上を図ると共に、勤務条件の改善に努めます。 

 

２ 法人の経営の原則 

 

 当法人の経営は、基本理念を踏まえ、中長期計画にのっとり社会福祉事業の

担い手としてふさわしい事業を、確実、効果的かつ適正に行うため、自主的に

その経営基盤の強化を図るとともに、提供する福祉サービスの質の向上と事業

経営の透明性を確保し、地域福祉の向上と増進に努めます。 

 

３ 経営計画 

 

（１）収支と財務管理 

  資金会計上保有資金は平成21年度末で56,947万円でありますが、事業収支

決算では、平成21年度の収支差額は1,067万円、収益率では2.22%に過ぎない

状況であります。報酬単価が二度に渡り切り下げられ、収入の伸びは限界に

近い状況にあります。 

  支出面では、これから多額の予算が必要と考えられる大規模修繕が近年想

定され、また、人件費については、介護職員の処遇改善を目的とした交付金

が平成21年から平成24年までを賃金改善期間として設けられており、介護職

員だけではなく他の職員についても処遇改善を図っているところであります。

人件費率が基準ライン65％を上回っており、見直しの必要もあると考えてい

ます。これらのことから現況を科学的に分析し、経営指標とするため本年度

第三者機関による経営分析を行い、財務内容向上資本蓄積に向けて更なる経

営改善に取り組む予定であります。 

 

（２）職員の意識改革推進運動 

  変革と創造の時代にあって、これまでの制度や慣行に安住することなく、

不断に自己改革を図り施設利用者側に立った、住民感覚を持って積極的に問題

を提起する意識改革を進めることによって、職員一人ひとりが地域福祉の推進

員であるという認識に立った倫理を確立することが重要であると考えます。こ



のため、サービス内容の点検、ムダをなくするための業務改善運動、チャレン

ジ精神を高めるための取り組み、改革の思いを職員全員が共有するための取り

組みなど、できるだけ身近なところで職場の活性化に向けた意識改革を推進し

ます。 

 

（３）人材の活用システム 

組織の活性化や職員の志気の高揚を図るため、これまでの人事管理にとら

われない横断的な人事配置や年功序列的な考えにとらわれず、適材適所の原

則に立ち、意欲的で創造力に富む人材登用に努めるほか、これまで以上に職

員の能力や適性を把握し、適切な人事管理を推進します。 

 

４ 事業計画（総論） 
 

 前年度(平成 22 年度)、社会福祉法人神東会中長期計画を策定いたしました。

この計画を元に、第 4 期飛騨市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画と整合

性を図り、岐阜県及び飛騨市と連携した上で、今年度特別養護老人ホームたん

ぽぽ苑 1階に個室 2床、2階に個室 5床、あわせて 7床を増床し定員を 57 床（短

期入所 20 床を合わせると 77 床）と致します。これに伴い、平成 24 年 3 月移転

予定の 3 階保健センター部分の活用を見越した、デイサービスセンター、ホー

ムヘルプサービス、シルバーサポート及び法人事務所機能の再編を予定いたし

ます。 

 また、平成 6年から 17 年間稼働した冷温水機(空調機器本体)については、経

年劣化により故障が相次いでおり、入居者及び利用者に迷惑をかける事態とな

っていますので、機器本体のスムーズな入れ替えを予定しています。 

 

「介護従事者の人材確保・処遇改善」、「医療との連携や認知症ケアの充実」、「効

率的なサービスの提供や新たなサービスの検証」という基本的な視点にたち平

成 21 年度に改正された介護報酬改定から 2 年が経過し、いよいよ今年度(平成

23 年度)はその効果が検証され、さらには平成 24 年度介護報酬改定の内容が決

定されるという大きな制度変更を目前とし、法人運営においても各種の準備が

必要となります。 

 平成 24 年度介護報酬改定は、「介護職員の処遇改善」、「新たなサービス」、「診

療報酬との同時改定」などがポイントとされ、団塊の世代が 75 歳以上となり高

齢化がピークを迎える 2025 年を見据え「ニーズに応じた住宅が提供されること

を基本とした上で、生活上の安全・安心・健康を確保するために、医療や介護

のみならず、福祉サービスを含めた様々な生活支援サービスが日常生活の場で

適切に提供できるような地域での体制」とした地域包括ケアについても制度議

論がされています。こういった大きな制度改正はそのまま当法人の運営に影響

するばかりでなく、地域住民の生活をも一変させることになりますので、十分

に議論の推移を見極め制度変更に素早く対応できるよう準備に努めたいと考え

ます。 

 当法人は、平成 12 年度に介護保険制度が施行された以降、全期で黒字経営と



なっておりますが、人対人の福祉サービスにおいては携わる職員の質と量が非

常に重要であることから、職員の研修や、介護職員処遇改善交付金といった職

員の待遇改善などに努める結果として、他施設と比較すると人件費比率が高く

なっていることも事実です。 

 しかし一方では、平成 22 年 4 月に厚生労働省通知によって、特別養護老人ホ

ームに限定してではありますが介護職員が入居者のたんの吸引ができるように

なったことや、終の棲家としての看取り介護が増えているなど、介護職員の負

担が増加していることも事実です。こういったことを踏まえ、今年度はキャリ

アパスを意識しながら更に職員の質を高め、ムダ・ムラ・ムリがないよう資質

向上に努めます。 

 

 事業別に見ますと、特別養護老人ホームは、ほぼ満床の状況で推移しており、

退居者があった場合は次の入居者がすぐ決まるなど、地域においては相変わら

ず施設ニーズが高いことが伺えます。当苑としては今年度個室を 7 床増床する

ことによって、地域住民のニーズに応え少しでも待機者の解消を図れるよう努

めたいと考えます。 

 

 短期入所(ショートステイ)についても非常に利用希望が多く、利用者の利用

理由や日程の変更なども含め検討しできるだけ公平に利用出来るように努めて

います。その結果、利用者やその家族、関係各所との連携によって非常に高い

稼働率で運営しております。今年度特別養護老人ホームにおいて個室 7 床を増

床しますので、併設空床型短期入所という長所を活かし、個室短期入所の稼働

率の高さを活かした運営に努めたいと考えます。 

 

 デイサービス事業については、今年度国において、お泊りデイサービスが法

制化される見込みがあることや、当苑において課題となっている要介護・要支

援利用者のサービス内容の差異など、本来地域におけるデイサービス事業とは

どうあるべきかという原点に戻り、東町デイサービスと旭ヶ丘デイサービスそ

れぞれの特性を活かした運営を進めたいと考えます。 

 

 ホームヘルプサービス事業については、核家族化・少子化の進行からくる独

居生活者の増加や老々介護といった高齢者世帯が増えていることもあり、利用

件数が毎年前年を上回る状況です。さらには多様な利用者ニーズがある障がい

者の利用も増えており、これらのニーズに対して迅速に応えられるよう、職員

の質を含めた体制づくりを行う必要があると考えています。また、平成 24 年度

の介護保険改正に向けて議論されている地域包括ケアにおいては、24 時間型の

巡回型ホームヘルプサービスといったことも取り上げられており、この地域に

おいて適切なサービスとなるのかどうか検討しながら準備を進めたいと考えて

います。 

 

 居宅介護支援事業については、地域の要介護認定者のほぼ全ての方について

ケアマネジメントする立場にあり、当苑のケアマネジメント技術がそのまま地



域のケアマネジメント技術のレベルを表すと言っても過言ではありません。介

護保険制度においても利用者サービスにおいても、ケアマネジメントの重要性

を改めて問う必要はありませんが、利用者の自己負担を伴わないケアプラン作

成において、求められるケアプラン技術に上限はありません。したがって、利

用者の自立支援に向けた取り組みや地域の実情などを踏まえた上で、サービス

開発も含めた包括的で適切なケアプラン作成が行えるよう、主任介護支援専門

員を中心とした 6 名により、ケアマネジメント技術の向上を図りたいと考えて

おります。 

 

 移送サービス事業については、今年度も飛騨市より委託を受け、引き続き利

用者の移動支援の基盤となるサービスを実施したいと考えています。 

 

 いずれの事業も地域の利用者のニーズが原点であり、ニーズがあって初めて

サービスが成立いたします。ソーシャルネットワーク元年と言われる今年度は、

人と人との「つながリ」を重視し、顔と顔を突き合わせた双方向のコミュニケ

ーションをとる中で、利用者と職員、家族と職員、地域と職員、ボランティア

と職員、職員と職員といったそれぞれ若しくはそれら全ての「つながり」をよ

り一層太いものにしたいと考えます。これにより地域において顕在化されてい

るニーズはもちろんのこと、潜在するニーズにも光をあて、今年度策定される

第 5 期飛騨市介護保険事業計画とも連携をとりながら、当法人の事業運営を進

めていきたいと考えます。 

 

５ 各事業の運営方針、計画等 

 

（１）法人総務部 

○ 居室の増床や冷温水機の入替などの大きな事業が予定されているので、入

札執行、契約事務、工事に関しての関係部署との調整など、スムーズな事務

が行えるよう計画的に準備します。 

○ 新しい業務システムを導入することで、各部署における記録とその記録を

利用者ケアに活かす活動に取り組みます。また、それらによって各部署の担

当者における事務時間の減少についても取り組みます。 

○ ボランティアの活動支援や、ボランティアの受け入れ、募集といったボラ

ンティアマネジメントに取り組み、地域住民と当苑のつながりを深めます。 

○ 平成 24 年度介護保険制度改正及び介護報酬改定について、いち早く正確な

情報を得るため研修会等に積極的に参加します。 

○ 平成 24 年度から実施される予定の「社会福祉法人新会計基準」に向け、新

会計基準の研修参加、会計ソフトの機種選定を行います。 

○ 報告・連絡・相談(会議)・記録を補完するものとしてグループウェアの活

用をしつつ、あわせて報告・連絡・相談・記録の在り方を全職員の共通認識

とできるよう職員教育します。 

 

（２）特別養護老人ホーム（介護老人福祉施設） 



「安全、安心、安定」を基本とした介護に徹し利用者、入居者の人格を尊

重し明るく健康で、家庭的な生活を提供できるよう全職員が一体となり個々

のニーズの把握に努め、特性を理解し笑顔で心のこもった介護を目指します。 

又地域福祉の中核施設として実習、ボランテア等の受け入れを行い地域の皆

様との交流を深め、安心かつ信頼される施設運営に努めます。 

次の目標を設定し全職員が一体となり質の高いサービスの追求に努力いた

します。 

○ 転倒、誤嚥等の介護事故リスクについて検討し事故の軽減、防止に努めま 

す。 

○ 『うつさない、うつらない』をモットーとし手洗い、うがい等の予防を徹

底し感染防止に努めます。 

○ 季節感を感じていただけるよう四季の行事やクラブ活動の充実を図り、満

足感を持っていただけるよう努力します。 

○ 旬のメニューを考慮した食事や行事食、選択食、個別性を取り入れた食事

の提供に努めます。 

○ 入居者の状態に応じた個別機能訓練を実施し、心身機能の低下防止に努め

ます。 

○ 利用者、入居者の健康管理と職員間の連携を密にして、高齢化重度化の対

応に努めます。 

○ ご本人、ご家族の意思を尊重し看取り介護の実施に努めます。 

○ 入居者、ご家族とのコミュ二ケーションを図り個々のニーズの実現化、信

頼関係の強化に努めます。 

 

（３）東町デイサービスセンター 

利用者、家族のご意向を尊重し、質の高いサービスを追求しながら安全、安

心かつ信頼される在宅サービスの提供を目指し次の目標を設定します。 

○ 利用者、家族とのコミュニケーションを密にして、個々のニーズの把握を

行い、ニーズに沿ったサービス提供に努めます。 

○ 利用者の心身機能の維持改善、介護者の介護負担を軽減し在宅介護の継続

が図れるよう支援いたします。 

○ 職員一体となり交通事故、介護事故、感染症の防止に努めます。 

○ 介護指導や介護相談を積極的に行いご本人、ご家族が安心して利用出来る

ように努めます。 

 

（４）旭ヶ丘デイサービスセンター 

  東町デイサービス同様、利用する上での、利用者、家族のご意向を尊重し 

質の高いサービスを追求しながら安全、安心かつ信頼される在宅サービスの 

提供を目指し次の目標を設定します。 

○ 自立支援の充実に努めます。 

デイサービスを利用する上での目的意識を自覚して戴けるように働き掛け、 

アクティビティ、リハビリの内容を利用者のスキルに合わせ準備し、利用者

が「自己選択」「自己決定」「自己遂行」ができるように支援します。 



○ 専門職としての資格の習得や各種研修会参加等スキルアップを図ります。 

○ 介護予防の運動機能向上に努めます。 

平成 22 年度から個別機能訓練を実施してまいりましたが、利用者意識も高

まり、今後も機能訓練の充実に努めます。 

○ 職員・利用者の健康管理に努めます。 

ノロウイルスやインフルエンザ等の感染症が蔓延しないように、感染予防

を徹底します。 

 

（５）ホームヘルプサービス 

自宅で暮らすお年寄りや障がい者の皆様が安心して生活できるよう支援し

ます。 

○ 利用者の満足度を高め、利用者のニーズに添った支援に努めます。 

○ 多様化する業務内容にすばやく対応すべく、各種研修会やセミナー、勉強

会等を通じ職員のスキルアップに努めます。 

○ 煩雑化する事務処理や職員の業務シフトなどについて検討し、業務の効率

的な運用に努めます。 

 

（６）シルバーサポート事業 

○ 居宅介護支援事業 

介護保険制度が創設され 10 年が経過し、今後更にケアマネジメントの質が

問われている中、利用者への充実したサービスを提供するため、ニーズの的

確な把握を行い、より良いケアマネジメントを実践します。 

○ 移送サービス事業 

飛騨市の移送サービス事業を引き続き受託し、安全運転で通院の便宜を図り 

ます。 


